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《内閣府 男女共同参画局から》

●奈良市にてシンポジウム「ワーク・ライフ・バランス　男女ともに暮らしやすい奈良県を目指し
て～パネルディスカッション＆パパ力・男性の家事力UP大作戦～」を開催します(10月18日)

●「ダイバーシティ・マネジメントセミナー～中小企業におけるダイバーシティ経営を考える～」
を開催します（11月7日）

《お知らせ》

●すべての女性が輝く社会づくり本部が設置されました（10月3日閣議決定）

●「建設産業で働く女性がカッコイイ！」（建設産業で働く女性を応援するポータルサイト）が開
設されました【国交省】

●10月は年次有給休暇の取得促進期間です【厚労省】

●ワーク・ライフ・バランス推進のためのシンポジウムが開催されます（10月8日浜松市・11月5日
静岡市）【厚労省】

●「イクメン推進シンポジウム」が開催されます（10月17日。時事通信ホール(東京都中央区)。参
加無料、事前申込み制）【厚労省】

●「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー～女性が活躍できる職場風土とは～」が開催されます
（10月17～18日）【経産省・国立女性教育会館】

●平成26年度「均等・両立推進企業表彰」受賞企業決定！～表彰式と「企業経営と女性の活躍推進
を考えるフォーラム」が同時開催されます～（10月28日）【厚労省】

------------------------------------------------------------
《内閣府 男女共同参画局から》

●奈良市にてシンポジウム「ワーク・ライフ・バランス　男女ともに暮らしやすい奈良県を目指し
て～パネルディスカッション＆パパ力・男性の家事力UP大作戦～」を開催します(10月18日)

 内閣府・男女共同参画推進連携会議は地域団体のパートナーシップにより、全国各地で様々なシン
ポジウムを開催しています。

 今年度の第一弾は奈良！
 「男女がともに暮らしやすい奈良県を目指して」をテーマに有識者によるパネルディスカッショ
ン、ご家族で楽しめる体験ブースなど盛りだくさん！
 男女ともに働き方や家庭生活を見直すきっかけになるイベントです。

日時：平成26年10月18日(土)10:00～14:30
場所：奈良ロイヤルホテル（奈良市法華寺町254-1）

小さなお子様連れの方には、イベント中の託児も承っています。どうぞ皆様ご家族でご参加くださ
い！
※参加登録は→ planning@nara-np.co.jp　まで。

国・地方連携会議ネットワークを活用した男女共同参画推進事業は、来年3月までの間、全国8か所
でシンポジウム等を開催予定です。どうぞご期待ください！

※詳細は今後以下のサイトに順次掲載します。
http://www.gender.go.jp/public/event/2014/renkeievent.html

●「ダイバーシティ・マネジメントセミナー～中小企業におけるダイバーシティ経営を考える～」
を開催します（11月7日）

 消費者のニーズや社員の価値観が多様化している今日、女性をはじめとする多様な人材を確保・育



成し、個性や能力を最大限に発揮させ、組織の成長につなげていく柔軟性の高い企業経営（ダイバ
ーシティ・マネジメント）が求められています。

 このセミナーでは、多様な「働き方」に対応した社内制度の設計や運用、そして組織への浸透を図
りながら、こうした取組を経営の原動力としている企業経営者から、具体的な実践方策をご紹介い
ただきます。
 （※共催：日本商工会議所）

日時：平成26年11月7日(金)15:30～18:00
場所：東京商工会議所ビル7階「国際会議場」
対象：企業経営者または管理職の方（100名：先着順）

基調講演： (株)日本レーザー 代表取締役社長 近藤 宣之 氏
事例報告： (株)井口機工製作所／AGS(株)／船橋商工会議所

※詳細及び参加申込みは以下のサイトをご覧ください。
http://wwwa.cao.go.jp/wlb/event/meeting.html

《お知らせ》

●すべての女性が輝く社会づくり本部が設置されました（10月3日閣議決定）

「女性が輝く社会」の実現は安倍内閣の最重要課題の一つです。
 様々な状況に置かれた女性が、自らの希望を実現して輝くことにより、我が国最大の潜在力である
「女性の力」が十分に発揮され、我が国社会の活性化につながるよう、内閣に、内閣総理大臣を本
部長、内閣官房長官と女性活躍担当大臣を副本部長、他の全ての国務大臣を本部員とする「すべて
の女性が輝く社会づくり本部」が設置されました。

●「建設産業で働く女性がカッコイイ！」（建設産業で働く女性を応援するポータルサイト）が開
設されました【国交省】

 建設産業における女性の活躍を目指し、国土交通省と建設業界が一致団結して、8月22日に「もっ
と女性が活躍できる建設業行動計画」(※1)を策定しました。

 このたび、建設産業における女性の活躍を応援するため、情報を一元的に発信する総合ポータルサ
イト「建設産業で働く女性がカッコイイ！」(※2)が9月30日に開設されました。（建設産業戦略的
広報協議会ＨＰ「建設現場へＧＯ！」のコンテンツを拡充し開設。）

 建設現場で活躍する女性の姿や現場の声、女性の活躍に積極的な企業情報、業界や行政の取組等が
どんどん発信される予定です。ぜひご覧下さい！

 ※1 「もっと女性が活躍できる建設業行動計画」
⇒http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/const/totikensangyo_const_tk1_000088.html
 ※2 建設産業で働く女性を応援するポータルサイト「建設産業で働く女性がカッコイイ！
」⇒http://genba-go.jp/know/woman/

●10月は年次有給休暇の取得促進期間です【厚労省】

［あなたの会社は、年次有給休暇が取りにくくなっていませんか？］
 年次有給休暇は、法律で定められた労働者に与えられた権利であるにも関わらず、年次有給休暇の
取得率は47.1％。取得率が低調となっているのは、全体の約3分の2の労働者が、年次有給休暇の取
得にためらいを感じているから…。
 厚生労働省では、年次有給休暇を取得しやすい環境整備を促進するため、労使が翌年の年次有給休
暇の計画を話し合う前の時期である10月を年次有給休暇取得促進期間として周知活動を行っていま
す。

［休暇取得に向けた環境づくりに取り組みましょう！］
 経営者の指導の下、取得の呼びかけなどによる年次有給休暇を取得しやすい雰囲気づくりや、労使
で取得率向上に向けた具体的な方策を話し合いましょう。



［年次有給休暇の計画的付与制度を活用しましょう！］
 計画的付与制度とは、年次有給休暇の付与日数のうち、5日を除いた残りの日数については、労使
協定を結べば、計画的に休暇取得日を割り振ることができる制度です。事業主にとっては労務管理
がしやすく、労働者にとってはためらいを感じずに、年次有給休暇が取得しやすくなります。

※詳細はこちらをご覧ください。
 10月は年次有給休暇取得促進期間です「いい仕事を生むためには、自分休暇が必要でした」
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/koyou_roudou/roudoukijun/jikan/sokushin/index
.html

●ワーク・ライフ・バランス推進のためのシンポジウムが開催されます（10月8日浜松市・11月5日
静岡市）【厚労省】

（参加無料・事前申込制）

＜浜松市会場＞10月8日(水)13時30分～16時30分（於：アクトシティ浜松　コングレスホール31会議
室）
基調講演：渥美 由喜氏（内閣府少子化危機突破タスクフォース政策推進チームリーダー）
事例発表：株式会社遠鉄百貨店、有限会社春華堂、聖隷浜松病院 看護部

＜静岡市会場＞11月5日(水)13時30分～16時30分（於：しずぎんホールユーフォニア）
基調講演：小室 淑恵氏（株式会社ワーク・ライフ・バランス　代表取締役社長）
事例発表：しずおか信用金庫、大和リース株式会社 静岡支店、矢崎計器株式会社島田製作所

※詳細はこちらをご覧ください。
http://www.jisedai.net/pdf/WLB_Symposium_leaflet.pdf
※お申込み⇒ http://urx.nu/b8r1
　申込締切：＜浜松市＞10月6日(月)、＜静岡市＞10月31日(金)

※お問い合わせ：公益財団法人日本生産性本部（厚生労働省委託事業実施機関）03-3409-1122

●「イクメン推進シンポジウム」が開催されます（10月17日。時事通信ホール(東京都中央区)。参
加無料、事前申込み制）【厚労省】

 「イクメン企業アワード」「イクボスアワード」の表彰式や、「イクメンスピーチ甲子園」決勝、
イクボスをテーマとしたパネルディスディスカッションなど、盛りだくさんのプログラムです。
 男性の仕事と子育ての両立について、人事目線、管理職目線、社員目線と、様々な角度からアプロ
ーチするシンポジウムです。今後の両立支援の取組の参考に、是非足をお運びください！！
 なお、「イクメンスピーチ甲子園」決勝は、ご来場の皆さんの投票により優勝者が決まります！！

日時：平成26年10月17日(金)13:00～16:30（開場12:30）
会場：時事通信ホール（東京都中央区銀座5-15-8　時事通信ビル2Ｆ）

※参加申込み等の詳細は、イクメンプロジェクト公式サイトをご覧ください。
 http://ikumen-project.jp/symposium2014/index.php

●「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー～女性が活躍できる職場風土とは～」が開催されます
（10月17～18日）【経産省・国立女性教育会館】
　
 国立女性教育会館が、企業における女性活躍促進を図る目的で、ダイバーシティ（女性活躍促進）
の推進者、管理職、リーダーを対象に、経済産業省と共催で標記セミナーを開催します。
 1日目の講演とパネルディスカッション、情報交流会は東京会場で行い、無料バスで嵐山へご案内
します。ぜひ、ご参加ください。

日時：10月17日(金)～18日(土) 1泊2日 ※日帰り参加可、17日プログラム終了後バスにて嵐山へご
案内。
会場：17日（東京会場）放送大学東京文京学習センター、18日（嵐山会場）国立女性教育会館
(NWEC)
定員:80名
参加費：無料



主なプログラム：
 17日 講演「職場の風土改革に必要なマネジメントとは」及び パネルディスカッション「女性が活
躍できる企業のあり方とは」　
　　　講師及びパネリスト（アパショナータ代表：パク・スックチャ氏、メトロール代表取締役社
長：松橋 卓司氏、イケア・ジャパン取締役人事本部長：泉川 玲香氏）   
 18日 グループワーク

※詳しくは以下のサイトをご覧ください。
 http://www.nwec.jp/jp/program/invite/2014/page05i.html

●平成26年度「均等・両立推進企業表彰」受賞企業決定！～表彰式と「企業経営と女性の活躍推進
を考えるフォーラム」が同時開催されます～（10月28日）【厚労省】

 厚生労働省が、平成26年度「均等・両立推進企業表彰」の厚生労働大臣優良賞の受賞企業（7社）
を決定し、その表彰式に併せて「企業経営と女性の活躍推進を考えるフォーラム」が開催されま
す。皆様のご参加をお待ちしております。

日時：平成26年10月28日(火)14:00～16:00
場所：イイノホール&カンファレンスセンター 4階ルームA（東京都千代田区内幸町2-1-1）
内容：第1部　平成26年度均等・両立推進企業表彰　厚生労働大臣賞　表彰式
 第2部　パネルディスカッション「ライフイベントと女性の活躍推進について－女性が意欲を持ち
続けるために－」

※受賞企業の詳細、フォーラムへの参加申込方法はこちらをご覧ください。
 http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000058840.html

==========================================================
●内閣府 男女共同参画局のホームページは、男女共同参画に関する総合的な情報提供サイトです。
男女共同参画社会を実現するための法律、基本計画、関係予算等のほか、男女共同参画に関する政
策・活動等の情報を掲載しています。
http://www.gender.go.jp

●男女共同参画局メールマガジンについて
男女共同参画局メールマガジンは、隔週金曜日に配信しています。
次号は、平成26年10月17日(金)に配信する予定です。
==========================================================
●このメールは送信専用メールアドレスから配信されております。このまま御返信いただいてもお
答えできませんので御了承ください。 

□配信中止・配信先変更は、こちらから
　http://www.gender.go.jp/magazine/index.html 
□バックナンバーはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/magazine/backnumber/index.html
□このメールマガジンへの御意見・御要望はこちらから 
　https://form.cao.go.jp/gender/opinion-0001.html
□内閣府 男女共同参画局ホームページはこちらから 
　http://www.gender.go.jp/ 

※URLをクリックしてページが表示されない場合はURLをコピーして、ブラウザにURLを貼り付けてア
クセスしてください。
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